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特別支援学校小学部における国語科(書写)の指導
一肢体不自由児への実践事例をとおして一
河野文子*
本実践は，主に国語科「書写j及び課外活動としての「書写J等を通して，文字言語の学習を開始した子どもたち
を対象に指導した。肢体不自由児が蹟くことが予想される運筆に毛筆を取り入れ工夫し，学習指導要領で示された国
語科の 「書くこと」及び他の内容と並列して行なって， I伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の理解促進
を図ったものである。
近年，肢体不自由児の「物事の認知のしかたj 等の面での I~難さに関する研究報告が増えている。様々な障害特性
によって個々の子どもたちに必要な支援が異なっても，学習する際の認知フロセスの過程は多くの点で共通する。
「書写jを行う過程で 子どもたちは 自己評価しそこで生じた問題に気づき自ら解決しようとする一連の問題解
決プロセスを経て，理解を深化させる。それらを自ら繰り返すことによって「適切に表現し正確に理解する能力Jが
育つ。 伺時に，他の教科の学習意欲も促進され 「書くこと」は子どもたちにとって自己表現・自己実現の一手段と
なるのである。
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1 . はじめに
教育現場で日々指導に当たっている教師の多くは，子
どもたちの成長を目の当たりにし その限りない可能性
に心躍る経!換を経てきていることだろう。それが教師の
生き甲斐であり仕事の遺り甲斐でもある。子どもたちの
成長に繋げようと気概を持って常に全力で指導に当たっ
ているはずである。
しかし「書写Jに関して 現職の多くの教員が全員必
ずしも積極的であるとは言えない。現職教員に対する免
許更新講習でのアンケートで示された「書写jに対する
教師の意識は非常に薄い。年間ほぼ 30時間の 「書写j
を完全に実施していることは少なく II~語科の他の内
容にその部分を当てていることが多li J， I書初めや夏休
みの課題のための指導で年間数時間程度jという回答が
目立ち，意識が希薄にならざるを得ない厳しい現場の状
況があった。実は免許更新講習で「書写Jに関する講義
を選択して受講する教師は，選択した段階で「書写Jへ
の興味を持っている教師であり それらの教師の回答で
あることに注意したい。
林 (2011)は，“書写"に対する学生の意識調査の
中で，小学校教員養成課程の学生が「書写Jの意義を明
確に持ちそれを実践で子どもに反映させる必要性を示し
た。現役学生の時期に近い小学校教員志望の学生でさえ
小学校の書写の時間に何をしてきたのか記憶に残ってい
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なかったり， I書写jという時間がなぜ設けられている
のかという疑問を持ったりしており それらの理由の大
きなものに「自信のなさJがあるとされるとしている。
「自信のなさjは.学生だけでなく現職の教師からも挙
がっている「書写Jの指導の大きな課題であるといえる。
「書写」に関して自己肯定!惑が低くあまり字がうまくな
し3から，指導に自信が持てないという意識が， I書写j
の指導に関して消極的なことに繋がっている。
ところが，本事例で報告する肢体不自由児は常に f書
写Jの学習に対していつも積極的であった。もちろん，
これらの児童らの心中に「自信のなさjが初めから全く
なかったわけではない。むしろ，多くの児童が小学部に
入学する時に「自信のなさJでいっぱいであったに違い
ない o I字が書けるかJI字が書けないかjといった技能
面のことの前に， I字がわかるかJI字がわからないかj
といった認知面の不安も入学前のその 「自信のなさjを
膨らませたことであろう。しかし，学習を開始してその
経験を重ねる毎に「自信のなきJはほとんど消失してい
る。なぜ，そうなのか， I書写」ほど，自分の変化が実
感できる学習は他にないからである。
そもそも「書写jの指導が すべての文盲をなくすと
いった意昧でもいわゆる教育の原点であり，国語科指導
はもとより{也教科やその他の指導を効果的に行うために
必須の指導であり重要であることをまずあらためて確認
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したい。
教育としての国語科指導は，かつて「読み，書き，そ
ろばんjの「読み 書きjとして，生活に必要な知識や
技術の獲得のために必要な基礎的な能力の育成を目標と
されていた。 日本の国語科教育の内容としては，
1947 (昭和 22)年に試案として出された学習指導要領
によって「話すこと(間くことを含む)，つづること
(作文入読むこと(文学を含むに書くこと(習字を含
む)、文法jと領域立てられた。この領域編成は，その
後も改訂を重ねる中で「表現・理解j等に変遷しつつ，
現在の「話すこと・開くこと、書くこと、読むこと、言
語事項jに至っている。この「話すこと・聞くこと領
域jが，主としてコミュニケーション教育に関わるもの
である。
具体的には以下のように推移してきた。わが毘初の
「学習指導要領国語科編(試案)Jでは， 1通じ合いjと
いう言葉が使われた。新しい民主主義時代には f話し合
しづが重要との認識から 戦後の新教育の先進的な姿と
して「話し合い学習Jが国語科教育に導入された。しか
し間もなく，生活経験を重視するあまり，伝統的な学問
体系の教授が軽視され 断片的な学習に終わって知識の
積み重ねが不十分となり また活動という手段が目的化
された活動主義に焔りがちであるとした「はいまわる経
験主義jという批判が起こり 話し合いの指導は下火に
なった。特に 1977(昭和 52)年版の学習指導要領に
よって，教科領域が「表現・理解・言語事項」となり，
f話すことjと「開くことJは表現と理解に分断され
た。このことは，結果的にコミュニケーション教育の不
振に拍車をかけることとなった。そして，近年青年の引
きこもりの増大など，新たな社会的問題から，コミュニ
ケーション能力育成の重要性が再認識されるようになっ
た。「伝え合う力Jを育てることが 1998(平成 10)年
に告示された学習指導要領でうたわれることとなった。
PISA調査の結果発表 (2004年 12月)や， 2007年4
月に実施された全国学力・学習状況調査の結果などか
ら，知識・技能を実際に活用して考える力，分かりやす
く考えを伝える力 伝え合うことで集団の考えを発展さ
せる力を伸ばすことが，今後の方向性として示唆されて
現在に至っている。
小学校段階での国語科の指導目標は 現行の学習指導
要領では， 1国語を適切に表現し正確に理解する能力を
育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像力
及童話J霊堂宇蓑国益l=-1'i空全閣止を深め陸語を尊
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重する態度を育てるJと示されている(傍線筆者)口そ
して，中学校段階での国語科では， 1国語を適切に表現
し正確に理解する能力を育成し 伝え合う力を高めると
ともに，塁主1笠盟i象7]_玄三重ど童話感覚を豊かにし，_j!l
語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育てるJと
される(傍線筆者)。小学校と中学校の国語科の白標を
比較すると，前段の「国語を適切に表現し正確に理解す
る能力を育成し， f云え合う力を高めるJことと後段の傍
線の笛所のうち {忠考力や想像力を養う」部分は同じ
であるが， 1言語感覚を養ぃ」から「言語感覚を豊かに
しJへと，また 1童話に対する関心jから「国語に対す
る認識」へと系統性を考慮しつつも さらに深化させた
目標となっている。
また， 1自立活動Jは，子どもたちの自立を目指した
活動であり，私たち教師は，子どもたちの「生活上又は
学習上の困難を主体的に改善・克服する活動jを支援す
る責務を負う。盲学校・聾学校及び養護学校小学部・中
学部学習指導要領(1971，4)， 1養護・訓練」として一
部にあった治療的要素や治療的関係から， 2000年，
2002年， 2003年， 2009年の改訂を経て名称変更と
内容修正が重ねられ，教育活動としての自立活動へと変
化して今日に至っている。自立活動の内容は，現在 f健
康の保持J1心理的安定J1人間関係の形成J1環境の把
握J1身体の動きJ1コミュニケーションJの6つに|玄分
されている。この6つの内容は栢互に関連しており，ど
れもが自立のためには大変重要である。
筆者は研究グループのメンバーとともに，かねてより
{コミュニケーション」についてその発達支援を行うた
めの実践を行ってきた。これまでの実践研究で，コミュ
ニケーション発達支援のために [挨拶行動Jの指導が
有効であるとの示唆を得た。また 「毛筆による書字指
導jを実践研究し 毛筆による書字指導が書字の能力を
向上させるとともにそれを使う能力をも向上させるとい
う意味で， 1コミュニケーション」の発達支援に効果的
との示|唆を得た。
一方，今回の改訂 (2009)で追加された「人間関係の
形成Jは，障害や病気，発達段階に応じて「人間関係の
形成Jに関し，学校生活全般を通じ配慮することが必要
であると明記されたものであり これまでの「コミュニ
ケーションJの内容の一部が発展し独立した項目となっ
たと考えられる。したがって これまでの自立活動の
「コミュニケーションJの発達とも深く関連した内容で
ある。
特別支援学校小学部における国語科(書写)の指導
これらの国語科の目標と自立活動の呂擦はそれぞれ独
立して別偲に行うわけではなく，特別支援学校での実際
の学習場面ではほぼ同時に行われる。すなわち，特別支
援学校で学習する本事例の肢体不自由児は，健常の人び、
と，例えば「書写Jに消極的な教師や「書写jへの意識
が希薄な教職学生ら大人になって感じる同様の「自信の
なさjという困難を，就学時より「主体的に改善・克服
するJ活動を行い， 1圏直乞適切ι去Æ し正墜ι!!~ltT
左越]J立宣盛」一色え合う力を高めJてきた。そして，
f昼塑〕や想像力及ぜ童話盛望室登b一一国語l三社支る閉
心を深め国語を尊重する態度を育てJてきたのである。
(傍線筆者)その「自信のなさjの内容は個々で異なる
が その性質は本人にとって深刻であるという意味で同
様である。
2.学習指導要領(毘話料)における各学年の「書
写jの内容と指導実践
以上のことを踏まえて 本事例では学習指導要領に
沿って指導内容を工夫して実施することを基本としなが
らも，特別支援学校における肢体不自由児の実態に合わ
せて指導実践を行った。以下 学習児童要領の各部分の
ねらいとの関連を中心にそれが肢体不自由児の指導の中
にどのように具体化されたかについて述べる。
本実践報告の対象児は，小学部第 l学年の児童5
名，第3学年の児童3名，第4学年の児童5名，第 5
学年の児童 2名，第 6学年の児童 2名の 17名であ
る。このうち第 l学年の児童5名は 国語科の授業で
「書写jを行った。他の児童 12名は，国語科の授業で
の「書写jとともに 月に l 回 ~2 回[書写j を課外
活動として行った。
書写に関する事項では， (l )ウの「文字に関する事
項Jの指導や， 1 B書くことjの領域の指導と緊密に関
連する。文字のまとまった学習は 小学校入学を期に始
まる。文字を書く基礎となる f姿勢J， 1筆記具の持ち
方J， 1点画や一文字の書き方J， 1筆1貢jなどの事項か
ら， 1文字の集まり(文字群)の書き方」に関する事項
へ，さらに， 1 EI的に応じた書き方Jに関する事項へと
系統的に指導し，日常生活や学習活動に生かすことので
きる書写の能力を育成することが重要となる。
各学年における書写に関する事項は，次のとおりであ
る。
( 1 )第 1学年及び第 2学年の「書写」の内容と注意点
第 l学年及び第2学年
ア 姿勢や筆記具の持ち方を正しくし，文字の形に注意
しながら，了寧に書くこと。
イ 点画の長短や方向 接し方交わり方などに注意し
て，筆)1買に従って文字を正しく書くこと。
アは，文字を書く基礎となる姿勢や筆記呉の持ち方及
び文字の形に関する事項である。
「姿勢や筆記具の持ち方を正しくしjとは，読みやす
く整った文字を効率よく書くために必要なことを示した
ものである。「姿勢jは，文字を書くときの構えのこと
である。正しい姿勢になるには，背筋を伸ばした状態で
体を安定させたり 書く位置と自の距離を適度に取った
り，筆記呉を持ったときに筆先が見えるようにすること
が重要である。
「筆記具Jは，低学年では，鉛筆やフェルトペンを使
用する。 1持ち方を正しくJするためには，人差し指と
親指と中指の位置 手首の状態や鉛筆の軸の角度などを
適切にすることが必要である。姿勢と筆記具の持ち方
は，深く関連している。
例えば，執筆に際して親指が人差し指の先より下がっ
た場合，筆先を親指の先端が隠すため，児童は横から紙
面をのぞき込む姿勢をとる口このような姿勢になり易い
傾向があることへの意識が欠けたままで， 1背筋を伸ば
す」といった指導のみが加えられた場合，児童は筆先を
注視することなく文字を書くことになる。このようなこ
とがないように関連性を考えて指導することが大切であ
る。
f文字の形に注意しながら，了寧に書く」の f文字の
形jとは，主として文字の概形のことである。概形と
は， 10，口，く)，ムjなどの形に類型化される文字の
おおよその形のことである。また 「丁寧に書く」と
は，始筆から送筆，さらに，終筆(とめ，はね，はら
しi) までを確実に書き その積み重ねで文字の形を整え
ていくことである。
イは，文字を正しく整えて書くことに関する事項であ
る。 1去画Jとは，文字を構成する「横画，縦画，左払
い，右払い，折れ，曲がり，そり，点Jなどのことであ
る。「長短や方向 接し方や交わり方」とは，文字を構
成する点画の形状や点画杷互の位置関係のことを指す。
「長短や方向Jとは 点画の形状のことである。
例えば， 1三」の場合，仮に一画自が他の二回に比べ
て長すぎたり，その方向が横方向ではなくて縦方向を向
、?、?? ?
?
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いていたりすると その文字は「三Jという文字として
は認識されにくいし 正しく整っているとは言えない。
また， I接し方や交わり方」とは，点画相互の位讃関係
のことである。「筆)1引は 書き進む擦の合理的な順序
が習慣化したもののことである。学校教育で指導する筆
1演は， I上から下へJ，I左から右へJ， I横から縦へJと
いった原則として一般に通用している常識的なものであ
る。筆I[員は，中学年の文字の組立て方についての事項ア
や毛筆を使用する事項ウなどにかかわっている。
第 l学年及び第2学年の「書写Jの内容と注意点は
以上の通りであるが これらは第3学年以降の f書
写」の内容と深く関連した基本的なものばかりである。
本事例の特別支援学校の肢体不自由児の中には，就学
時にまた平仮名を完全に書けない子どももいた。また，
筆記具を正しく持つことが難しい子どももいた。持ち方
や姿勢を含めての学習の構えから指導した。児童の実態
により斜面台等を使用して書かせるなどの工夫をした
(Fig.l参照)ところ，入学して 3ヶ月を経過した後は
ほぼ全ての平仮名が書けるようになった。小 iの5名
のうち 5 名とも 4 月 ~7 月の 3 ヶ月間に平仮名を修得
し，ほぼ誤りなく書くことができるようになった口 8~
9月の夏休みをはさんだ2ヶ月で片仮名の学習も終え，
9月から漢字の学習を行ったところ 全員が5ヶ月間で
80字をほぼ習得した。
Fig.1 児童が書く様子
前述したように，障害特性から上下及び左右の位置関
係や文字の各部の形状を認知することが難しいとされた
子どもたちであっても 当初から毛筆を取り入れるとと
もに，文字の成り立ちゃ各部の形状(交差する部分や折
れ，跳ね等)，筆順等をそれぞれきまりとして丁寧に学
習し，その都度自分で書いて確かめる学習を反復させた
ことによる成果である。
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(2 )第3学年及び第4学年の「書写Jの内容と注意点
第3学年及び第4学年
ア 文字の組立て方を理解し 形を整えて書くこと。
イ 漢字や仮名の大きさ 配列に注意して書くこと。
ウ 点画の種類を理解するともに 毛筆を使用して筆圧
などに注意して書くこと。
ア~ウの事項は，書写全体にかかわる内容であるが，
ウは主として毛筆の特性を生かした事項である。[第3
指導計画の作成と内容の取扱いJ2の(2)I毛筆を使用
する書写の指導は硬筆による書写の能力の基礎を養うよ
う指導jすることに留意する必要がある。
アは，一つの文字の組立て方に関する事項である。
f文字の組立て方」とは 点画の組立て方から部首や
部分相互の組立て方までを指すが ここでは主に後者に
重点を置いている。組立て方が簡単な漢字が多かった低
学年に比べて，この時期になると，組立て方が複雑な漢
字が多くなる。そこで 中学年では部首と他の部分の組
立て方，すなわち左と右，上と下，内と外などの関係に
おいて一つの文字が組み立てられるという仕組みを理解
することを重視する。
また， (1) ウの I(ウ)漢字のへん，っくりなどの構
成についての知識をもつことJと関連を図りながら指導
を進めることが必要である。「形を整えて書く jとは，
低学年で指導した全体の概形を意識するとともに，一つ
の文字の構成要素となる部分相互が等間隔であること，
左右対称であること 伺一方向であることなどを考えて
書くということである。
イは，語句，文，文章などの文字の集まりにおける漢
字や仮名の大きさや配列に関する事項である。
「漢字や仮名の大きさjとは，漢字と漢字，漢字と仮
名，仮名と仮名との桐互のつり合いから生じる相対的な
大きさのことである。画数の多い文字ほど大きく書き，
画数の少ない文字ほど小さく書くと 並べたときに読み
やすい文字列になる。一般的に 仮名は漢字よりも小さ
く書くとよいと言われるのは 仮名が漢字よりも構成要
素が少ないことによる。
f菌己ヲIJに注意してjとは 行の中心や行と行との間，
文字と文字との間がそろっているかなど文字列及び複数
の文字列に注意してということである。読みやすい文や
文章を書くには，一文字一文字を整えることに加え，文
字の集まりという面から整えることが重要である。した
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がって，書き出しの位置を決めること，行の中心に文字
の中心をそろえるように書くことなどが求められる。な
お，字数を多く書くことや，毛筆に慣れるということか
ら小筆の活用にも配慮する。
ウは，点画の種類を理解するとともに，毛筆を使用し
て筆圧などに注意して書くことに関する事項である。
横函，縦画，左払い，右払い，折れ，曲がり，そり，
点などの点@jの種類については，低学年で基礎的な知識
を学習している。ここでは，それぞれの点画の形とその
形を作る筆の動きの類型や毛筆の筆圧などに注意しなが
ら書くことが求められる。「筆圧jとは，筆記具から用
紙に加わる力のことである。点画には，左右の払いのよ
うに筆圧を変化させて書くものや，横画のようにほぼ等
しい筆圧で書くものがある。その意昧で点、画の穏類を理
解することと呼応しており，点画の書き方と筆圧とを関
連付けることを重視する必要がある。
例えば，送筆については，筆圧のかけ方に変化が少な
い場合(積極，縦画など)，徐々に筆圧を弱めていく場
合(左払い，右払い，はねの部分などに穂先の位置が
移動する場合(折れ 曲がり そりなど)などがある。
終筆部については，止めの形で終わる場合 (横画，縦函
など)，払いの形で終わる場合(左払い，右払いなど)， 
はねの形で、終わる場合(そり，曲がり 縦画など)など
がある。
第3学年及び第4学年の「書写jの内容と注意点は
以上の通りである。文字の各部の形状の学習という意味
では，低学年での学習の継続である。しかし，毛筆での
学習では，筆圧のかけ方で文字の太さが異なったり，運
筆の速度で文字のカスレが生じたりすることに気づくこ
とによって，それを自分自身でコントロールすることが
行し1易い。有効に活用することにより 特に本事例の児
童では文字の各部形状の調整力の向上という形で成果が
明確であった。
(3 )第5学年及び第6学年の「書写」の内容と注意点、
第5学年及び第6学年
ア 用紙全体との関係に注意し 文字の大きさや配列な
どを決めるとともに，書く速さを意識して書くこと。
イ 目的に応じて使用する筆記具を選び¥その特徴を生
かして書くこと。
ウ 毛筆を使用して 穂先の動きと点画のつながりを意
識して書くこと。
アは，文や文章などの文字の集まりにおける文字の大
きさや配列の決定 書く速さの意識化に関する事項であ
る。書く速さの意識化は 中学校における行警の指導へ
の橋渡しという位置付-けになる。
「用紙全体との関係jの「用紙Jとは，原稿用紙や{更
ささなどの書式に対応した用紙 半紙 画用紙や模造紙な
どの白紙に始まり，それらに準ずる布や金属，ガラスな
どといった用材全般のことを指す。
「文字の大きさ」は 中学年イの「漢字や仮名の大き
さJと関連している。中学年までは 漢字より仮名は小
さく書くといった文字相互の相対的な大きさの関係で
あったのに対し，高学年では，主に用紙全体との関係か
ら判断される文字の大きさを指している。
例えば，用紙全体からはみださずに書く，逆に余白を
っくり過ぎずに書く また 用紙の中で見出しの文字を
目立たせる，地の文章の文字は控えめに見せるといった
ようなことである。[配列jも同じように，中学年イの
「配列Jと関連している。中学年までは， r配列Jが，
字聞は均等にする，行の中心はそろえる，行間は均等に
するという一般的なものであったのに対して，高学年で
は，用紙全体との関係から考えられる文字の位置，字
問，行間などの効果的な在り方に重点を置いている。
「書く速さを意識してJとは 書く場面の状況によっ
て速さが決まってくることを意識することである。速く
書くことが求められるだけでなく ゆっくりと丁寧に書
くことが求められる場面もある。例えば，聞き取りメモ
や板書の視写をするといった時間が限定されている場面
では，ある程度の速さが求められる。自分の持ち物に名
前を書く場面や目上の人に手紙を書く場面などでは，
ゆっくりと丁寧に書くことが求められる。
イは，目的に応じて筆記具を選択し その特徴を生か
して書くことに関する事項である。低学年のア{姿勢や
筆記具の持ち方を正しく」することを発展させたもので
ある。
「目的に応じてjの「目的」は 生活や学習活動にお
いて文字を書く様々な場面における目的のことである。
例えば¥全校児童に伝えるために大きく読みやすく書く
ことや，お世話になった人にお礼の気持ちを伝えるため
に丁寧に整った文字で書くことなどである。「筆記具を
選びjの「筆記具jは 鉛筆，フェルトペン，毛筆，
ボールペン，筆ペンなどから選択することが考えられ
る。これらの筆記呉に適した用材の選択にも配慮する必
要がある。「その特徴を生かしてjの「特徴Jは，筆記
具全体の形状，書く部分の材質や形状，色などである。
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例えば，立て看板を書くときには，情報の伝わりやす 肢体不自由児・者美術展へ出品しその中で，特賞や優秀
さが大切なので大きく書ける毛筆と模造紙を選んだり， 獲を受賞することができた口また，この他にも東京都特
文章の下書きをするときには，消すことが可能な鉛筆や 別支援学校総合文化祭書道作品展等の障碍児を対象とす
加除訂正が容易な原稿用紙を選んだりするといった関連 る作品展の他，全国学生書道コンクール等の一般的な児
付けを常に意識することが必要である。 童・生徒を対象とした作品展へも出品して各賞を受賞す
ウは，毛筆を使用して，穂先の動きと点、画のつながり ることができた。このように作品を外部に出品すること
を意識して書くことに関する事項である。 によって，励ましゃ評価及び専門的な助言を児童が専門
「穂先の動き」については，中学年ウで，横画・縦画 家等により直接得ること (Fig.2参照)ができた。
や左右の払いなどの点画の種類ごとにある一定の穂先の
動きを指導している。ここでは 点画の中での穂先の動
きだけでなく，点画から点画へ，更には，文字から文字
へと移動していく過程に重点、を置く。したがって， r穂
先の勤きJと「点画のつながりjとは一体化した事項と
言える。また，穂先の柔軟さが書写する際の筆圧を吸収
し，強弱のあるリズミカルな運筆を可能にするという毛
筆という用異の特性を生かして 書き始めから書き終わ
りまでを無理なくつないで書き進める効率よい書写のリ
ズムを習得させるようにする。また，点画椙互，文字椙
互のつながりという点では‘小筆や筆ペンなどを使用し
て，日常で文字を書く条件に近づけることが求められ
る。
第5学年及び第 6学年の「書写jの内容と注意点は
以上の通りである。本事例の子どもたちでは，低学年か
ら毛筆での筆の使用を継続的に行っていることで，文字
の線のつながりを意識した自然な形で書くことが常に意
識され非常に円滑に行うことができた口高学年になる
と，作品作りということを考えて倍々の児童がより
して書くようになっていった。
毛筆での書写では，半紙だけでなく，半切二分の一，
三分の一及び四分のーまでの大きさの用紙に，小筆から
大筆までいろんな太さの筆で書くことで，より自由に文
字を書き楽しむことが可能になっていった。その際は，
どんな題材を選ぶかが重要となるが 子どもたちの主体
的な活動となるために適切な材料を準備しておくこと
で，活動が充実したものとなった。作品を完成させた後
は，子どもたちそれぞれの自己評価を尊重しながら，そ
れぞれの子どもたちの評価を相互に交換することで，よ
り客観的な評価を自ら行うことができるように支援する
ことが重要である。
また，授業での作品作りや課外活動の書写の会での作
品作りで書かれた作品の外部で、の書道作品展への出品も
積極的に行い，作品を周回に評価されることで作品作り
の楽しみとして動機付けを行うことができた。今年度も
Fig.2 専門家による助言を爵く児童
これらのことは，受賞した当人はもちろんであるが，
周囲の児童にとっても大きな励みであった。このような
達成惑を今後も重視していくことが大切であると考え
る。
(4 )指導計画と内容の取扱いと注意点
また，第3指導計画の作成と内容の取扱いでの， 2. 
第2の各学年の内容の[伝統的な言語文化と国誌の特
質に関する事項]について，次のとおり取り扱うものと
する，と並列して項を設けている。
( 2 )硬筆を使用する書写の指導は各学年で行い，毛
筆を使用する書写の指導は第 3学年以上の各学年で行
うこと。また，毛筆を使用する書写の指導は硬筆による
書写の能力の基礎を養うように指導し 文字を正しく整
えて書くことができるようにするとともに，各学年年間
30単位時間程度を配当すること。
これらにより従前から 硬筆を使用する書写の指導は
各学年で行うものとしていたが 今回の改訂ではそれを
明確に示している。「毛筆を使用する書写の指導は慢筆
による書写の能力の基礎を養うよう指導しjとあるの
は，毛筆を使用して書写の指導を行うことの国語科にお
けるねらいを明確にしたものである。
また， r文字を正しく整えて書くことができるように
するJことと示しであるのも 国語科における毛筆書写
? ， ???? 、?
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のねらいを明確にしたものである。文字を正しく整えて
書く能力を身に付けることは，日常生活における硬筆に
よる書写の能力を高める基礎となる。したがって，毛筆
で正しく整えて書くことの基礎・基本を硬筆に関連させ
た指導計画や指導法を創意工夫することが大切である。
毛筆を使用する書写の指導に配当する授業時数は，第
3学年以上に[年間 30単位時間程度Jとすることを示
している。指導計画を作成するに当たっては，毛筆と硬
筆とを一体化させる関連的な指導を一層工夫する必要が
ある。
3.国語科「書写jの具体的な指導事例
第]学年の児童は，全員入学時鉛筆を持つことはで
きたが正しい姿勢で正しい文字を書くことは難しい実態
であった。 国語科「書写jの指導に際しての注意点と
児童の変化は以下のようであった。
( 1 )硬筆による文字の学習
日常生活の中で，常に文字を使用しての生活ではない
ところから， (意図的な)文字を使用しての生活に切り
替えることで，児童らに文字の必要性を感じさせ理解さ
せることが重要である。特に 肢体不自由児においては
入学前の生活では家庭や保育園・幼稚園などの就学前施
設で，多くの場面で保護者が介助して子どもたちの欲求
を満足させることが多かったことから，文字を使う必要
性を感じていない児童が多いD
平仮名を一通り学習した後，毎日日記及び生活調べを
家庭で書き授業中それぞれ発表し合うことで， 1話すこ
と・開くことJ1書くことJ1読むことJを毎日継続的に
行った。日記は児童らの実態に合ったマス自の(8マス
十字 1)ーダ一入り)ノートを使用した。日記の文体は，
日記の発表を行う場面を想定して「敬体Jとした。
「きょう，わたしは， 00がたのしかったです。」を定
型として， [童話の授業の進度に合わせて 100だったか
生です。Jや 100も00だったからです。」などの表現
を使つての定型へと発展させ 児童らが自分の気持ちを
書きやすいように表現の工夫を加えて (Fig.3参照)進
めた。生活調べは，夜寝た時間や朝起きた時間，朝昼娩
の食事や排便の有無等を記号や文字などで記入させた。
生活調べは，マス自にそれぞれ一宇ずつ書くのではな
く，項目ごとに決められた枠の中に書く内容によって，
個々に字の大きさを工夫するようにさせた。児童は，こ
の枠からはみ出して書く過程 (Fig.4参照)を経て次第
に枠の中に書けるような大きさの文字に調整しでかける
ようになった。生活調べも日記と同様に児童がそれぞれ
発表し合うものとした。これは自立活動としての[自分
の身体や生活への気づきを高めるjとのねらいもあり，
その意味でも成果があった。食べたものの項目に，児童
が食べた食lE1の名称が呉体的に記入することで，記入し
た児童自身がその名称をエピソードとともに概念化して
定着させることができた。さらにまたその発表を閉し kた
他の児童の語最も増え それらをもとに1:[3互のコミュニ
ケーションも深まり学習活動が活性化していった。
単に，字のなぞりや添削で文字を学ぶよりも，文字が
生活に必要であるという本人の自覚を促す機会としてこ
の学習は，子どもたちに好評であり，毎回生き生きとし
て取り組んでいた。
Fig.3 児章が書いた日記
Fig.4 児童が書いた生活調べ
文字がマスからはみ出したり 字の形が大きく崩れた
りしても教師側からそれを直すことはせず，読めない字
の場合や表記の間違いで、本人が直すと自分で判断するこ
とを待つようにした。ただし，最初に平仮名を一通り学
習するときに，それぞれのひらがなの正しい字形につい
ては，十分丁寧に学習させておき，間違った字を提示し
てどこが間違っているかをそれぞれ自分でわかるまで繰
り返し指導した。
日記や生活調べなどで，自分が書いた潤違った字や読
みにくい字を見つけた場合には後回しにせず，授業中で
もその場で各自誼すようになっていった。
(2)毛筆による文字の学習
「毛筆を使用する書写の指導Jは，学習指導要領では
「第3学年以上の各学年で行うことjとされている
が， I毛筆を使用する書写の指導」は， I硬筆による書写
の能力の基礎を養うよう指導しjとあり， I毛筆を使用
する書写の指導jが「硬筆による書写の能力の基礎を養
うjことを肯定している。そもそも平仮名をはじめとし
た我が留の文字は 毛筆で書き易く出来ており線の太さ
や方向を理解するためには毛筆の文字は非常に効果的で
ある。特に特別支援学校において肢体不自由児の障碍特
性として， I図と地Jの区別や方向等の視覚認知に課題
のある場合が多い子どもたちの場合には，方向や流れが
わかりやすい太さの変化が理解の助けになる場合もあ
る。本事例では，子どもたちの状態によって毛筆の文字
を提示して理解を促すことも行った。筆の文字は太くま
た，大きく書くこともできるため，視力が弱し1児童でも
字の形が理解しやすいという利点があった。
また，筆の使用で本事例においては，手指の機能が未
発達であり紺lし1鉛筆を握ることが難しい児童でも太軸の
毛筆の筆なら持てた。筆に墨を含ませて文字を書く過程
で，児童は自分の筆圧を持つ手に直接感じることができ
るため筆圧の調整のためのフィードパックが容易であ
る。ただし書写をすべて毛筆にせず あくまで硬筆での
学習を基本としながら 2避に i回ほど毛筆で半紙に平
仮名 2文字を共通課題として児童らに書かせた。書く
ときの姿勢や筆(筆記異)の持ち方などを子どもたちが
自分で確認し意識することができたとともに，自分以外
の他の児童が書くところを見る時間を設定し，それぞれ
がどのように気を付けるかを自分で考えるようにさせ
た。
毛筆の作品作成時は 子どもたちはそれぞれ 2枚ず
つ書いた。まず l枚目を書き， (Fig.5参照)自己評価 Fig.6 作品鑑賞の様子
のプロセスを経て 2枚呂を書く。左側の l枚目の作品 4.おわりに
の文字と右側の之枚目の作品の文字の大きさを比べる 特別支援学校の指導は 個々の子どもたちの(自立j
と，大きくなっているのが明らかである。紙の大きさと へ向け それぞれの可能性を最大限に引き出すため手立
文字の大きさのバランスも適切となった。それぞれの児 てや教材の工夫を行っていくものである。 障害による特
童が自分で作品のよいところを見つけた後 全員でそれ 性に合った指導内容を考えそれを子どもたちの学習に反
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ぞれの作品を鑑賞した。作品作成時では，教師はその場
で手本を書いて克せることはせず，子どもたちは必要に
応じて印刷された手本を参考に書いた。 1枚目と 2枚目
のどちらがよかったか どこがよかったかを作成者が述
べた後，イ也の児童がその作品についてどちらがよかった
か，どこがよかったかを発表して (Fig.6参照)互いに
確かめ合った。これらの活動は，作品作成と必ずセット
で行い，ただ書きっぱなしにならないようにした。子ど
もたちは， IよかったJところを見つけることで，自信
を深め自分の頑張りを自分で認めることができるととも
に，そこから， I次にどうするかjということを自分で
見つけることができた。自己肯定感は，最終的には自分
で自分を認めることができるかであり，そのための機会
を継続的に持ったことが児童らの自己肯定感の向上に繋
がったと考える。
Fig.5 1枚目と 2枚自の作品の変化
、 ， 、 ，??
?? ?
?
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映させていくことが必要である。特に肢体不自由児に対
する国語科の指導においては，個々の子どもたちの国語
力を向上させるために，多様な補助手段を活用して「自
己表現力Jを向上させるコミュニケーション発達支援も
並行して積極的に行なわれる必要がある。
それがまた，国語科やその他の教科 自立活動などの
学習で育成される表現の手段を支える「基本的な技能
(基本的なことが適切にできる技能。以下技能。)Jの獲
得につながるといえよう。
本事例で明らかとなったのは 「自信のなさjを「自
信Jに変える力のある自己肯定感を高めるために， I書
写jは非常に効果的であるということである。今後も，
これらの指導を継続して実践し 子どもたちが自ら学び
自らを高めるために個々の課題に対応していく技能を育
むための指導の工夫について検討を重ねていきたい。
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